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本紙『やっさもっさ』は、1月から11月まで毎月1回3万2千部発行し、新聞折り込みを中心に配布しております。何卒ご愛読ください。

信じられないことがまた起こった。神戸市の小学６年生、
土師淳君殺害事件である。その凶行についてはいまさら説
明する必要もないだろうが、その残虐かつ非道な行為に恐
怖を覚えるとともに、同じような事件を思い出した。それ
は約10年前に起きた宮崎事件である。幼女数名を殺害し
その一部を食べていたというこのショッキングな事件は忘
れるべくもないだろうが、この裁判は先日その判決が下さ
れたが、これにもまた驚かされた。裁判所は被告について、
極端といえる性格の偏りがあり、異常性格であるとしなが

らも、精神障害ではないと判じたのである。戦争といった
異常な状況ならまだしも、現在の平和ぼけとまでいわれる
日本において医学的見地からみて精神的に正常な人間が、
このような残虐な行為を為し得るということを、この判決
は示唆している。神戸市の事件はこれを執筆している現在、
その犯人像にはなんら具体性がないため必ずしもそうとは
言い切れないが、声明文等からの専門家の判断は同様な可
能性を指摘している。◆幼児は平気で人形の首を抜き、昆虫
の羽根をむしるが、物を大切にする心や命に対する愛情を

知ることにより次第に自分以外との接し方を学ぶ。これは
その後、保育園や幼稚園、小学校、中学校とかかわる対象が
多く複雑になり、社会が広がるのに伴って、親、教師、地域の
人といったそこにかかわる社会人の助力をうけながら、徐々
にその能力を高めていき、実社会で社会生活を営めるまで
に育って行くのだそうだ。これらの事件を起こした、そして
起こし得る人物とは、はたしてどのような社会で育ち、そこ
にいた人たちとどの様に接してきたのだろうか。◆事件の早
期解決と、今後二度と同様の事件が起きない事を切に望む。

最初に２つの事例をお話しします。
４、５年前、ある会社に超一流の国立
大学を出た若者が入ってきました。彼
は東京生まれ東京育ちの一人っ子でし
た。入社後１ヶ月間の新入社員教育を
終えて５月の連休明けに岡山支社に配
属になりました。配属後３週間くらい
したある朝、雨が降ってきたそうです。
するとその彼が大変落ち着かない。デ
スクに座りながら窓の外をきょろきょ
ろ見ているそうです。課長さんが「どう
した」と聞くと、「雨が降ってきました」
「そうだねぇ、それで？」「傘を持ってき
てない」「そうかそれはこまったな、
でも夕方になれば止むかもしれない
し、誰かに入れてもらったっていいじ
ゃないか」と言ったのてすが、昼を過
ぎてもそわそわしてる。そこで「傘を
取りに帰りなさい」と言ったところ、
岡山から新幹線に乗って東京の実家ま
で傘を取りに行っちゃったっていうん
です。
次の例ですが、ある方が親類の結婚
式の披露宴によばれて行くと、新郎が
披露宴の最中におしっこをもらしちゃ
ったそうです。その理由は披露宴の始

まる前にお母さんがおしっこに行きな
さいって言わなかったからだそうです。
この２つの話は本当にあった笑えな

い事実で、最初の彼はまもなく７月の
はじめに会社を辞め、次の彼は即離婚
されたそうです。これは非常にオーバ
ーなエピソードかもしれませんが、私
はどうしてこんな子供が育っちゃうん
だろうかと非常に関心があります。

私はこういう仕事をしているもので
すから、全国をあちこち走り回ってい
ます。「生き生き村」で学んだ子供た
ちの家庭によくおじゃまするんです
が、次の日の朝、子供が「いってきま
ーす」といって学校に出かけていくま
での間のお母さんの口数の多さにびっ
くりします。
「起きなさい」からはじまって「ト
イレいってらっしゃい」「顔あらっ
た？」「歯磨いた？」「ご飯よ」「よく
噛んで」「ほら野菜も食べなくちゃ」
「こぼさないで」「忘れものは？」「宿
題はしたの？」「ティッシュ持った？」
と、次から次へ「早く」と、「だめ」とが
機関銃の様に出てきます。こういうお
母さんは先ほど例に出した子供たちを

育ててしまう可能性があるんです。
小さい頃はお母さんに言われると、

「うんわかった」「ありがとう」といって
いますが、そのうち「わかったよ」「わか
ってるよ」「うるせえババア」に変わっ
てきます。それは子供からすればどう
してそんなに分かり切ったことを何度
も言うんだよということになってきます。
これは非常に難しい問題です。親と
しては自分の子供がかわいいので、失
敗させたくない、恥をかかせたくない
と考えます。それで、今日は雨が降り
そうだから傘を持って行きなさいと
か、お昼にはおしっこするんですよと
言います。子供たちは「うんありがとう」
といって非常にいい関係が続きます。
これは親からすればうちの子供は何で
も言うことを聞く素直ないい子だとい
うことになりますし、子供からすれば
親の言う通りにやっていれば失敗する
事もないし恥をかくこともない、その
上親からいい子だと思われる。とても
いい関係がずっと続いていってしまい
ます。

しかし、これは子供たちの自分で考
える機会を奪っていることになるんで
す。私は子育ての基本方針は「抱きし
め」「突き放し」「共に歩む」という
ことだと思っています。現在問題なの
はただ単に抱きしめすぎであったり、
突き放しすぎでありその両方が問題を

生んでいるのだろうと思っています。
ほかにも子供たちを取り巻く問題と

して、物が豊かになり過ぎているとか、
子供が少ないとか、外で、特に縦の集
団で遊ぶことが少ないとか、近所に叱
ってくれる大人がいないとか、様々な
問題を抱えています。
そこで私はこのような問題のために

「子供たちが生き生きしていないな」
と思い「生き生き村」というものを開
催しています。そこでは、グループを
作って行動をしますが、このときの指
導の仕方として、人をだめにするやり
方は、指示命令型、自由放任型、脅迫
型、哀願型、等あります。
チームマネージメントの考え方で、

事実をグループのみんなで見て（See）
ポイントを見つけて（Think）、プラン
をたてて（Plan）、行動する（Do）とい
うやり方をしていかなくては子供たち
は育ちません。こちらがこうすべきだ
という答えを持っていると子供たちは
考える力を失ってきます。まずSee
Thinkで情報の共有化をし、プランを
たて行動していかなくてはなりません。

子供たちが「生き生き」と生きる
ためには、私たち親（大人）は、子
供たちに問題を一方的に押しつけた
り命令するのではなく、子供たちと
一緒に状況を共有化し取り組む課題
を明確にしていかなくてはいけませ
ん。そうすることによって子供たち
は自ら状況を判断し、決断し生き生
きと行動していきます。本年度地球
市民ジュニア委員会では、夫婦、親
子、家族、そして住んでいるところ、
地域から見つめ直し「人とのふれあ
い」「地域とのふれあい」「自然と
のふれあい」を基盤として、まず私
たちの出来る身近なところから始め
ようと活動をしています。子供たち
を取り巻く環境はますます複雑な時
代になってきていますが、個々の意
識を変えることによって少しづつ変
えてゆければと考えております。

去る５月19日（月）地球市民ジュニア育成委員会（笠下裕司委員長）では、私
たちは地球市民として個々の意識を変えていかなければならない、との考えから、
講師に「生き生き村」の村長として、また「チームマネージメント」の講師と
してご活躍されている門脇邦弘氏をお招きし、お話を伺いました。
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組織蘇生センター代表
生き生き村　村長
NEXT LEADER 研究会 キャンパスリーダー
東京で生まれ、佐賀県、群馬県で育つ。
神奈川県厚木市のソニー学園高等学校で教壇
に立ち、働きながら学ぶ生徒たちと共に過ご
した体験を生かして、民間教育実践家として
「21世紀の主役たちを育てる」ことを目指し
て活躍中である。
また、全国各地の企業に招かれ、組織の活
性化やチームワーク化の応援指導を行ってい
る。その活動は150社を越え、海外にも及ん
でいる。教育理念は、『与え過ぎず、教え過
ぎず、失敗は宝なり』と『教育は共育なり』
であり、その理念は生き生き村やNL研を通
して実践されている。

本当にあった笑えない話

「うんわかった」から
「うるせえババア」へ

子育ての基本方針は3つある

21世紀を生きる子供たちに�
輝く笑顔を!!
21世紀を生きる子供たちに�
輝く笑顔を!!

このサイクルを�
子どもと�
共有する�

○現状把握� ○問題点の�
　検証�

○問題点の�
　解決策を�
　たてる�

○行動�

（○結果の検証）�

チームマネージメントの考え方

社団法人三原青年会議所新聞�

■発行／（社）三原青年会議所�
■編集／広報委員会�
三原市皆実町1331-1�
   （三原商工会議所内）�
TEL（0848）63-3515�
FAX（0848）62-1141

No.237
1997年６月20日�

97　三原JCスローガン�’

http://www.urban.or.jp/home/mjc/インターネットアドレス�
MIHARA JC

－若き力の結集－�



2

!

天

満

屋

三

原

店

@

東

亜

不

動

産

@

と

き

わ

薬

局

富
野
機
工
!
三
原
営
業
所

中
川
広
告
（
中
川
の
義
さ
ん
）

!
中
野
モ
ー
タ
ー
ス

中

村

電

工

!

難

波

産

婦

人

科

!

日

　

　

　

新

ぎ
ゃ
ら
り
い

は
　
　
ぎ

半

さ

ん

平

木

鶏

卵

浜
田
市

@

平
　
野
　
屋

広

島

電

気

工

事

!

!

富

　

久

　

屋

@

藤
　
井
　
鋼
　
産

富

士

金

属

工

業
!

フ
ラ
ワ
ー
シ
ョ
ッ
プ

ふ
じ
も
と

ベ
ス
ト
電
器
三
原
店

F
C
白
須
電
機

!

@

本
田
石
材
工
業

!

ま

じ

ま

製

麺

松

浦

生

花

店

!

松
　
田
　
鐵
　
店

ジ
ュ
エ
リ
ー
サ
ロ
ン

ま

つ

ば

!
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
ブ
レ
イ
ン
ズ

お
し
ゃ
れ
サ
ロ
ン
　
マ
ル
ゼ
ン

丸
和
石
油
!
三
原
営
業
所

三

　

　

和

!

ミ

ナ

ミ

ゴ

ル

フ

@

!

三
原
給
食
セ
ン
タ
ー

三
原
グ
ラ
ン
ド
パ
レ
ス

!

三
原
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル

食
協
チ
ェ
ー
ン
三
原
食
糧
企
業
組
合

@

三
原
ス
バ
ル
販
売

@
三
原
タ
ー
ミ
ナ
ル
ホ
テ
ル

三

原

塗

装
!

三

原

本

町

霊

園

@

三

宅

塗

装

工

業

@

睦

　

美

　

装

盛

影

塗

装

!

保

道

建

設

!

!

や

っ

さ

石

油

ヤ

マ

サ

建

設

!

山

下

不

動

産

（医）
明
清
会
山
田
脳
神
経
外
科

マ
イ
エ
ッ
グ

ヤ

マ

ナ

山

本

衣

料

!

@

吉
　
池
　
商
　
店

@

吉
岡
建
具
製
作
所

由

水

酒

販

!

!
読
宣
備
後
折
込
三
原
営
業
所

!

ラ
・
ベ
ル
フ
ィ
ー
ユ

下
町
の
居
酒
屋
六
　
文
　
銭

渡

辺

土

地

建

物

@

@

土
　
居
　
写
　
場

@

童

　

　

　

　

夢

@

徳

永

興

行

!

鳥

　

　

　

徳

@

中
　
川
　
書
　
店

中

間

醸

造

!

@

ナ

ル

シ

ン

!

ナ

ン

バ

洋

服

店

皆

実

町

灰

谷

鉄

工

所

!

博

　

善

　

社

ホ
ビ
ー
シ
ョ
ッ
プ

ハ
　
タ
　
イ

@

花
　
岡
　
商
　
会

鉄

板

焼

花

の

れ

ん

!

原

ア

ル

ミ

建

材

@

ハ

リ

カ

三

原

店

桧
山
幸
三
税
理
士
事
務
所

ス
タ
ン
ド

ひ
　
ら
　
た

広
島
県
東
部
鮮
魚
冷
凍
魚
事
業
（協）

フ
ァ
ミ
リ
ー
歯
科
診
療
所

藤

井

建

設

!

フ
ジ
・
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
@

!

富

士

鉄

工

所

尾
道
市

@

藤

本

乾

物

本

郷

建

材

工

業

!

ホ
ン
ダ
プ
リ
モ
三
原
皆
実

益

谷

建

設

!

松
尾
社
会
保
険
労
務
士
事
務
所

@

松
　
野
　
商
　
店

宝
石
・
時
計
　
マ
　
ツ
　
ヤ

ス
ナ
ッ
ク

マ

リ

ア

丸

仁

建

設

!

!

ミ

ッ

キ

ー

堂

@

み

ど

り

書

店

三
原
カ
ン
ツ
リ
ー
ク
ラ
ブ

三

原

金

融

協

会

!

三
原
国
際
ホ
テ
ル

三

原

重

量

@

!
三
原
ス
ー
パ
ー
主
婦
の
店

三

原

精

機

工

作
@

エ
ム
･
キ
ャ
ッ
ト
三
原
テ
レ
ビ

!

三

原

美

装

社

三

宅

石

材

店

三

好

印

刷
!

明

治

生

命

保

険

（相）

保
永
犬
猫
専
門
病
院

ヤ

ス

ミ

チ

美

容

室

@

山
　
本
　
住
　
設

吉
井
ビ
ジ
ュ
ア
ー
ト
@

よ

し

な

が

夜
船
司
法
書
士
事
務
所

ラ

ウ

ン

ジ

　

O

B

理

研

設

計

!

ロ
ー
ソ
ン
三
原
臥
竜
橋
店

買
・
売
・
質

わ
　
た
　
べ

本
誌“

や
っ
さ
も
っ
さ‘

は
、
^
三
原
青
年
会
議
所
の
自
主
財
源
と

こ
こ
に
掲
載
の
企
業
の
ご
協
力
を
得
て
発
行
し
て
い
ま
す
。

寝

生
活
館

・

社団法人　三原青年会議所新聞� No.237 1997年 6月20日社団法人　三原青年会議所新聞（毎月1回20日発行）

!
橋
本
組
の
未
来
形

㈱
セ

イ

ム

―
本
年
五
月
社
名
変
更
。

三
原
の
味
で
す
名
物
で
す

上
菓
献
銘

ヤ
ッ
サ
饅
頭
本
舗

（社）三原青年会議所では、世代や障
害を越えてすべての人が生き生きと輝
き、生きがいをもって生活できる、そ
んな「ひとに優しいまち」をめざして
活動しております。
もうすぐ21世紀を迎えようとして

ますが、1995年の統計によると、三
原の65歳以上の人が全市民に占める
比率は1 9 . 0 %程度で、全国平均
14.5%・広島県平均15.8%を上回って
おり、2010年頃には、４人に１人が
65歳以上という超高齢社会を、全国
平均（2025年頃）より、かなり早く迎
えようとしています。また、政治の流
れは地方分権へと流れ、福祉サービス
にも、地域間での格差が生まれようと
しています。
そこで、本年度ひとに優しいまちづ

くり委員会（藤井寛也委員長）では、三

原の高齢者の方々に、介護に対する考
え方や三原の福祉サービスの内容、ま
た、現在の楽しみや生きがいについて
「生

なま

」の声を聞かせていただき、これ
からの「まちづくり」に生かしていこう
という思いで、アンケート調査をさせ
ていただいております。アンケートは、
社会福祉協議会が援助されている各地
域の「老人（ひとり暮らしの老人等）の
つどい」のグループの集会日に、社会
福祉協議会やお世話されているボラン
ティアの方々のご好意により、おじゃ
まさせていただき、マンツーマンでお
話を聞かせていただいております。委
員会メンバー一同、アンケート調査の
みにとどまらず、色々なお話をうかが
う事ができ、人と人とのふれあいの大
切さを実感し、協力いただいた方々に、
心から感謝いたしております。具体的

内容に関しましては、今後うかがう予
定のグループの方々も加えた集計が終
わりしだい発表させていただく予定です。
これからのまちづくりとして、三原

青年会議所は、今後とも、今年度開設
予定の総合福祉健康センターの活用も
視野に入れ、少しでも三原が「ひとに
優しいまち」になるよう活動してまい
ります。

全国市長会や全国町村会など地方六
団体が五月末に研究会を設置するなど
合併実現を目指す機運が全国的に高ま
りつつある。
現在全国各地の市町村の合併構想数

は100カ所以上にのぼるという。その
中には、人口100万人以上を条件とす
る政令指定都市を目指したいわゆる
「大合併」だけではなく、人口30万人
規模の「中核市」の実現を目指した構想
が目立つ。1995年に期限の切れた市
町村合併特例法はその改正に際し、こ
れまでの合併障害除去という消極的な
姿勢から、地方分権の受け皿づくりと
いう積極的な位置づけへと変更され、
合併協議会の設置を求める住民発議制
度を導入、有権者の50分の1の署名で
設置請求をする事ができる様になった。
一般的に市町村合併は２つ以上の市

町村を合併して１つの市町村にする
か、ある市町村を他の市町村の区域内
に編入する事でその規模や行政能力を

大きくする事を目的に行なわれるが、
今、現実的に推進されようとする合併
の大きな目的には、「行政改革」がある。
ある試算によると人口３万～10万人
の２市２町が合併し、23万人の新市
を作った場合、職員数・議員数が減る
事で職員給与総額は、四分の三、議員
報酬総額も半分になり、合計で年間

23億円の節減になるという。また、
重複する多くの公共施設や公共投資な
どを効率化する事もでき、限られた財
源をより有効に活用できるといったね
らいもある。
三原市も別表のとうり、昭和11年

の市制施行時には、駅前付近から西野
町、糸崎町、中之町、田野浦町を含む

地域でしかなかったものが、その後何
度も合併を重ね現在に至っている。し
かし、三原市広域においては、本郷町
や瀬戸田町、久井町など各町独自の個
性を前面にアピールして活力を高めて
いる町村があり、全国的にそうだから
といって単純に考える事はできないだ
ろう。「広域的な中核都市づくりの必
要性」については認識をしつつもそこ
に生ずる「税金が上がり、行政サービ
スが低下するだけ損」という住民意識
をぬぐう事は決してたやすいことでは
ない。しかし遠くない将来、国の推進
する地方分権の流れの中で福祉や都市
計画をはじめ行財政全般を各自治体自
身が国や県の力を借りずに責任を持っ
て遂行してゆく事が求められてくるの
は必至であろう。
今後の「まちづくりのビジョン」を

構築してゆく中で、市町村合併も一つ
の方向を示してくれると言えるのでは
ないだろうか。

※アンケートにご協力いただいた
グループ名（５月末現在）

・中之町下町内会「さくらんぼの会」
・中之町下地区「ひまわり会」
・沼田東町末広「土筆会」
・宮浦西部「ひまわり会」
・須波西町「さざなみ」
・幸崎町久津「寿会」

ありがとうございました。

地方分権を考える ―全国的に高まる
市町村合併構想―

旧鷺浦村�

旧幸崎町�

旧小泉村�

旧沼田西村�

旧沼田東村�
旧田野浦村�

旧須波村�

旧高坂村�

旧長谷村�
旧西野村�

旧三原町�
旧糸崎町�

旧山中村�

旧深田村�
大字深�

旧八幡村�

御調町�

久井町�

本郷町�

尾道市�

竹原市�

昭和11（1936）年市制施行�

昭和26（1951）年4月編入�

昭和28（1953）年3月編入�

昭和29（1954）年4月編入�

昭和31（1956）年3月編入�

昭和31（1956）年9月編入�

■市域の拡大状況

（三原市1996市勢要覧より）

「優
しさの架

け橋」アンケートやってます    ホームヘルパー、デイサービス、etc...�
みなさん知ってますか?
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五月晴れで賑わう「第６回三原さつ
き祭り」と同時開催にて行われた「第
13回わんぱく相撲三原場所」は、三
原市内をはじめ本郷、久井、瀬戸田、
御調、世羅などの近郊町村から小学１
～６年生までの男女児童110人の参加
と延べ1000人の観客で大いに盛り上
がりました。
堂々の入場行進に引き続き、わんぱ

く力士たちは、まわしを着けて予選リ
ーグ、決勝トーナメントで横綱を争い
ました。
土俵にあがったわんぱく力士たちは

日焼け前の体をいっぱいに使い、家族
らの声援を受けて力強い相撲を見せて
くれました。勝ち名乗りを受けた者も
敗れて土俵を去る者への思いやりを忘
れず一礼し、負けた者も唇を噛みしめ
勝者を讃え、わんぱく力士たちのすが
すがしい汗と涙を感じました。力士全
員が輝き、大きく見えた一日でした。
（社）三原青年会議所は、明るい豊か
なまちづくり運動の一環として、青少
年の健全育成にも取り組んでおりま
す。子どもたちにこのような学習の機
会や場所を与えることによって、子ど
もたちが自己の能力の発達をはかれる
ように導き、人間としてまた地球市民
として主体的存在であることを自覚さ
せたいと考えております。皆様のご支
援とご理解をお願いいたします。

わんぱく相撲 三原場所を開催！
郷土の代表として、さあ、次は国技館だ!!

®

１
年
生�

２
年
生�

３
年
生�

４
年
生�

５
年
生�

６
年
生�

順位�
横 綱 �
大 関 �
関 脇 �
小 結 �
横 綱 �
大 関 �
関 脇 �
小 結 �
横 綱 �
大 関 �
関 脇 �
小 結 �
横 綱 �
大 関 �
関 脇 �
小 結 �
横 綱 �
大 関 �
関 脇 �
小 結 �
横 綱 �
大 関 �
関 脇 �
小 結 �

名　前�
大成　真裕�
真嶋　健司�
妹尾　知哉�
岡本竜太郎�
日高　真郁�
羽田健太郎�
村上　　慶�
三次　周平�
河原　勇真�
真嶋　洸介�
妹尾　勇哉�
吉岡　慎治�
日高　健人�
中村　暢宏�
奥野　敬明�
中平　圭祐�
宮田　浩明�
原田　恵太�
上松　正昇�
田中　健志�
頼兼　稔和�
馬久地光尋�
松岡　隆展�
土利川　晃�

小学校名�
糸 崎
　 南 　 �
御 調 西 �
附 属
本郷南方�
沼 田
附 属
　 西 　 �
　 深 　 �
　 南 　 �
御 調 西 �
　 南 　 �
本郷南方�
世羅太田�
小 坂
　 南 　 �
沼 田 東 �
世羅太田�
呉　仁方�
須 波
　 深 　 �
瀬 戸 田 �
鷺 浦
御調菅野�

学年�

第13回

（社）三原青年会議所は、本年創立35周年
を迎え、去る６月１日リージョンプラザ文化
ホールにおいて記念式典を執り行いました。
山本三原市長をはじめ多くのご来賓にご参

列いただき盛大に開催できました事をご報告
し、紙面を借りて厚くお礼申し上げます。
また同日、三原文化会館及リージョンプラ

ザにおいて広島県内12の青年会議所の会員
が集う第27回広島ブロック会員大会が、グ
ランドパレスでは、OB大会が開催されまし
た。いずれも滞りなく執り行う事ができまし
た事を関係各位に心よりお礼申しあげます。
今後も（社）三原青年会議所はスローガンの

「明るい豊かなまちづくり」をめざして、活
動してまいりますので変わらぬご理解と、ご
協力、ご指導を賜りますようお願い申し上げ
ます。

第27回
広島ブロック
会員大会も
同時開催

（社）三原青年会議所創立35周年記念式典を開催

第13回わんぱく相撲　結果報告

4年生横綱
日高健人君

5年生横綱
宮田浩明君

6年生横綱
頼兼稔和君

※わんぱく相撲は（社）東京青年会議所の登録商標です

去る５月25日（日）、宮浦公園多目
的広場にて、（社）三原青年会議所地球
市民ジュニア育成委員会（笠下裕司
委員長）は、日本の国技である相撲
の鍛練と礼を重んじることの大切さ
を学び、新しい友だちの輪や会話の
輪が広がる事を願って「第13回わん
ぱく相撲三原場所」を開催しました。
この日集まったわんぱく力士たち

は、初夏の陽光をいっぱいに浴びて
元気はつらつ。普段経験することの
できない肌と肌とのぶつかり合いを
通して、「勝つことの喜び」や「負

けることの悔しさ」を感じたものと
思います。
４･５･６年生の横綱は、７月27日

（日）に東京両国国技館で行われる
「わんぱく相撲全国大会」に三原場
所代表として出場します。是非、応
援してください。
最後にご協力いただきました関係

各位に、本紙を借りて厚くお礼申し
上げますとともに、今後も皆様の温
かいご声援とご協力を宜しくお願い
いたします。
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第22回三原やっさ祭りのお知らせ
8月8日（金）〔踊り〕・9日（土）〔踊り〕・10日（日）〔花火〕

以上すべての問い合わせ先
〒723 三原市皆実町1331-1

三原商工会議所内
三原やっさ祭り実行委員会

TEL（0848）62-6155
FAX（0848）62-5900

本年が「小早川隆景」公の没後400年に
あたることから、三原やっさ踊りが、毛
利元就の三男「小早川隆景」公による三原
城築城を祝って始められた踊りであるこ
とをPRし、やっさ踊りの歴史的文化的側
面を一人でも多くの方々に認識していた
だきたいと考え、企画いたしました。
内　容
・写真パネルと三原城模型の展示を主と
し、年表や解説文なども掲示します。
（展示物は、保険が不要で無償で貸し出し
ていただけるものをお願いいたします。）
・入場無料

・８月10日（日）開催予定の「隆景ゆかり
の地を巡る　やっさウォークラリー」
のポイントの１
ヵ所とします。
日　時
８月５日（火）～
18日（月）予定
場　所
ペアシティ東館
１Fロビー

応募資格
・市内・市外を問わず企業、町内会、同好
会等の単位で踊り手、はやし方を含めて
20名以上のチーム編成が望ましいのです
が、少人数でも大歓迎です。（個人での
参加も可能です。詳しくはフリー参加募
集要項をご覧ください）
・地方（囃子方）については、三味線、太鼓
等に限りません。
応募締切

6月23日（月）
出場日時
◎８月８日（金）
大人やっさ19：15～22：00

◎８月９日（土）
子供やっさ19：00～
大人やっさ18：30～22：00

応募締切
７月25日（金）当日消印有効
応募資格
ジャンルはポップス、ロック等バンド形
式のもの。
バンドの人数は限らない。
参加メンバーの年齢、国籍等は問わない。
応募方法
所定の参加申込書に必要事項を記入の
上、演奏１曲を収録したテープに曲名、
バンド名を明記の上、郵送にて申し込み

下さい。
・オリジナル、
コピーいずれも可
・参加無料

「小早川隆景展　　　　　」への出展協力のお願い

YASSA BATTLE’97

「やっさ踊り」出場チーム募集

やっさ祭り実行委員会では、毎年、市民
の皆様に各戸200円のご協賛をお願いして
おります。
市民の皆様からいただく協賛金が、三原
やっさ祭りを運営する貴重な財源になって
います。本年も、何卒よろしくお願い申し
上げます。
なお、協賛のお礼として、やっさハガキ
を進呈させていただいております。
是非、遠方のご友人等への暑中見舞いな
どにお使い下さい。

第８回やっさゴルフ大会参加者募集中！

申し込み 各会場へ直接お申し込み下さい。

参加料 3,000円（プレー費はやっさゴルフ特別料金）
※参加料・プレイ費・飲食費は各会場にて
精算いただきます。
※参加者全員に参加賞。
■表彰式
８月７日（木）18:00～　やっさ屋台村
※１ドリンク１フーズのチケットを受付
時に配布。追加は実費
※航空チケットが当たる抽選会を開催 !

出場日
８月８日（金）・９日（土）18：30頃
申込方法
官製ハガキに住所・氏名・年齢・電話番
号を記入の上、
お申込下さい。
電話・FAXでも
受け付けます。
ぜひご参加下
さい。

フリー参加チーム
参加者募集
やっさ祭りが大好き! 踊りに参加したい!!
でもチームがない…そんな思いの人大集合!!

応募資格
18歳以上（性別は問いません）
但し、打ち合わせに参加できる方
（１回程度）
審査日時
三原やっさ祭り「やっさ踊り」
８月８日（金）19：15～22：00
９日（土）18：30～22：00

申込方法
所定の用紙にご記入の上、お申し込み
ください。
申込締切
7月9日（水）（当日消印有効）
発表
応募の締切後、抽選の上委任状の発送
をもって発表にかえさせて頂きます。

～あなたもやっさ踊りの審査員になってやっさ踊りに参加してみませんか～

「やっさ踊り」一般審査員募集

三原やっさ祭りに、「出張なんでも鑑定団」がやっ
てきます。
三原やっさ祭り実行委員会では、鑑定依頼品を

募集中です。どうぞ、奮ってご応募ください。
応募締切
7月8日（火） ※当日消印有効

応募方法
実行委員会にお問い合わせの上、所定の鑑定依
頼書にご記入され、カラー写真を同封して封書
にてご郵送ください。
※品物のカラー写真を必ず同封して下さい。
（サービス判サイズで、写りのいいものに限ります）

※現物は絶対に送らないでください。
※同封していただいた書類、写真は原則としてご返却いた
しませんのであらかじめご了承ください。
※匿名希望の方は応募をご遠慮願います。

収録日時
８月９日（土）13：00～15：00予定

選　考
番組の収録時間の都合で鑑定の数が限定されま
す。番組製作会社で選考の上、当選の方のみ、
７月下旬までにご連絡させて頂きますことをあ
らかじめご了承ください。

「出張なんでも鑑定団」in 三原やっさ

今年も下記日時によりやっさ教室が開催
されます。
やっさ踊りの基本を十分修得してやっさ

祭りに参加しましょう。
日　時
・６月27日（金）--地方のみ
・７月３日（木）・10日（木）・17日（木）・24
日（木）・31日（木）--踊り及び地方

・18：30～20：30
場　所
三原市中央公民館

問い合わせ
三原市商工観光課 1６７－６０７４

やっさ教室のご案内

やっさ祭りへのご協賛のお願い
やっさハガキ、ご存じですか?

グランプリには賞金15万円!!

あの大人気番組が　　　 三原にやって来る!!ついに�

募集中!
!鑑定依頼

品�

またあの暑い夏がやってきた！豪華賞品多数!

参加者の中から抽選で海外旅行が当たる!

7月３日（木）久井カントリークラブ
1（084732）-７１４１

7月８日（火）本郷カントリー倶楽部
1（0848）８６-５１５５

7月14日（月）三原カンツリークラブ
1（0848）６６-０３２１

7月23日（水）京覧カントリークラブ
1（0848）６６-２２１１

スペシャルゲストBluem of Youth
アマチュア

バンドコンテスト
応募要項

―三原城築城と
やっさ踊り―

日　　時


